
　2002年が始まったと思ったらアッという間に4月になってしまいました。苦しい花粉症もピークを過ぎホッ

としている人も多いかと思います。（島でも花粉症の方はいます）八丈島ではフリージア祭りも始まり、今月の

終わりからはゴールデンウィークと、観光客で賑やかになってくることでしょう。

　今月は、オオシマザクラとフリージア、そして3月の中旬に開始した水槽展示のお話です。

花 盛 り 八 丈 島
　全国的に春の訪れが早かったようですが、八丈島も例年になく早かったです。毎年、3月の下旬に咲き始め

るオオシマザクラも、今年は3月の初旬から咲き出してしまったほどです。

　また3月21日から 4月 5日まで行われる「フリージア祭り」でも、今年は早くから、満開の色とりどりの

フリージアが楽しめました。後半にはすべてが咲き終わってしまうのではないかと心配すらしてしまいます。

アカコッコ とは日本の固有のツグミ科の鳥で国の天然記念物に指定されています。

八丈島では一年を通して見られ、町の鳥にも選定されています。

　左の写真は3月19日に撮影した、植物公園

の日本の森ゾーンにあるオオシマザクラの木

です。今年も見事な花を楽しませてくれまし

た。しかし、早く咲いた分、散ってしまうの

も早いようでした。

　八丈富士の八形山で開催されているフリー

ジア祭りでは、白や黄色、ピンクや薄紫など

のいろいろな品種の花が咲いていました。観

光客には20本までの摘み取りもありました。



ビジターセンターに水槽がやってきた！

　フリージア祭りを前にした3月の中旬、ビジターセンターに今までの2倍の大きさ（120cm×45cm×

45cm）の水槽がやってきました。

　水槽のコンセプトは「いろいろな潮だまりの生き物たち」、潮だまりで見られる魚はもちろん、サンゴの

仲間やウニやヒトデ、エビやカニ、カイメンなどのありとあらゆる生き物を飼育しています。見てすぐに

分かるものやじっくり探さないと見つからないものなど、子供から大人そしてダイバーまで楽しめる水槽

を作りました。また、水槽上部には展示している生き物の解説板を作り、実物を見ながら観察できるよう

になっています。

　私たちは、来館者がこの水槽を見て、実際に潮だまりに遊びに行ってもらえることを望んでいます。ま

た、島の方には身近にすばらしい海があることを再確認してもらいたいと思っています。

水 槽 全 体 像

解 説 板

飼育している潮だまりの生き物たち

　島の潮だまりには一生をその場所で生活する物は少なく、大きくなると浅い海に移動するのもが多いで

す。もちろん動くことのできない生き物は一生を潮だまりで生活します。

魚類

　代表的な潮だまりの生き物は小さな魚達です。メジナの仲間やスズメ

ダイの仲間、ギンユゴイなど子供の頃を潮だまりで生活するものがほと

んどです。ビジターセンターの水槽には「ギンユゴイ」、「ソラスズメダ

イ」、「オキナメジナ」、「シマスズメダイ」、「オヤビッチャ」、「カエルウ

オ」「クモハゼ」などいろいろと飼育しています。

水中節足動物

　エビやカニなどの節足動物はいろいろな環境にすんでいます。水槽内

の暗がりでは「サラサエビ」、「フシウデサンゴモエビ」など、イシサン

ゴの間には「サンゴガニの仲間」など、他にも「イソスジエビ」、「オト

ヒメエビ」「ヤドカリの仲間」などいろいろと飼育しています。

刺胞動物

　あまり目立ちませんがイソギンチャクやサンゴなどの刺胞動物もたく

さんいます。水槽内にも「ウメボシイソギンチャク」、「サンゴイソギン

チャク」、「ウミトサカの仲間」、「ハナヤサイサンゴの仲間」、「ミドリイ

シの仲間」、「キクメイシの仲間」などいろいろと飼育しています。

その他の生き物

　その他にもあまり生き物だと分かりにくい「カイメンの仲間」や「コ

ケムシの仲間」、花びらのような「イバラカンザシ」、軟体動物の「ヒザ

ラガイの仲間」や「ウミウシの仲間」、棘皮動物の「ガンガゼ」などのウ

ニや「クモヒトデの仲間」、また海藻などを繁茂させて自然の状態に近い

ような飼育環境を考えています。
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　カジイチゴとクサイチゴの自然雑種と言われていま

す。カジイチゴに似ていますが茎に棘があり、区別する

ことができます。3月～5月に大きな花が上向きに咲き、

5月中旬に頃に赤い実を付けます。名前は八丈で発見され

たため付けられました。島では「アビ」と呼んでいます。

八丈植物公園季節調査会の報告

八丈ビジターセンターでは毎月第二日曜日に八丈植物公園季節調査会を開催しています。

この行事は、植物公園内の生き物で季節を感じようという趣旨です。毎回、見られる植物

がどのように変化していくのか、またどんな鳥や昆虫が見られるか観察しています。

前回は3月10日に観察会を行いました。下の表が調査記録です。

ハチジョウクサイチゴ　Rubus × nishimuranus

八丈島では、内地とは少し様変わりした種や独自に進化した種など聞き慣れない種があるのが特徴です。

今回は、植物公園内でも見られる「ハチジョウクサイチゴ」にスポットを当ててみたいと思います。

八八八八丈丈丈丈植植植植物物物物公公公公園園園園季季季季節節節節調調調調査査査査 （平成14年第3回）
平成14年3月10日（日）　13時30分～15時
参加者・池島、伊藤、青柳、菊池、辻村、奥山、山入端、伊勢崎、V.C.菊池

NO. 和名　（島名） 状態 NO. 和名　（島名） 状態

草　本 木本
1 シチトウスミレ 花 1 ヤマモモ 花
2 キランソウ 花 2 オオシマザクラ 花
3 オランダミミナグサ 花 3 ハチジョウクサイチゴ 花
4 トキワハゼ 花 4 カジイチゴ 花
5 セイヨウタンポポ 花 5 オオバヤシャブシ 花
6 カタバミ 花
7 コセンダングサ 花
8 アキノノゲシ 花（生理障害個体）
9 オニタビラコ 花
10 ウスベニニガナ 花
11 タネツケバナ 花
12 カラスノエンドウ 花
13 ノミノフスマ 花
14 イワニガナ 花
15 ノゲシ 花
16 コマツヨイグサ 花
17 ベニバナボロギク 花
18 アメリカイヌホオズキ 花
19 コナスビ 花
20 ハキダメギク 花
21 カスマグサ 花
22 スズメノカタビラ 花
23 ムシクサ 花
24 トウバナ 花
25 オニノゲシ 花
26 ハナイバナ 花
27 カッコウアザミ 花
28 ハハコグサ 花
29 チチコグサモドキ 花
30 オオアレチノギク 花
31 ムラサキカタバミ 花
32 ホトケノザ 花
33 イヌタデ 花
34 コハコベ 花
35 シロバナセンダングサ 花
36 オオイヌノフグリ 花
37 カラクサナズナ 花
38 レンゲ 花
39 ヘビイチゴ 花
40 ギシギシ 花

※ビジターセンターでは八丈植物公園の季節変化の公開調査を月1回程度行なっています。
　興味のある人は窓口でお問い合わせください。
　植物の名前をこれから覚えたいと思っている人など大歓迎。

次回調査は4月14日（日）です。

今回は花の咲いている植物に限定し、45種を観察しま
した。



東京都八丈ビジターセンター　2002.4.1　第11号

開館時間　9：00～16：30　年中無休（無料）

〒100-1401

東京都八丈島八丈町大賀郷2843

電話：04996-2-4811　Fax：04996-2-4888

E-mail：hvc@viola.ocn.ne.jp

http://www3.ocn.ne.jp/̃vc8/　

イベントプログラム

ビデオプログラム

10：00～　八丈・海・生きものたち

11：00～　八丈・四季・人・自然

14：00～　八丈・四季・人・自然

15：00～　八丈・四季・人・自然

16：00～　八丈・海・生きものたち

上記以外での上映は予約にて可能です

植物公園季節調査会
植物公園内で動植物の調査をしながら季節の変化を一緒に感じよう。
4／14　（13：30～　約1時間半）
中学生以上　ビジターセンター集合・解散　無料　定員：15名

八丈学講座
「鳥の声を聞き分けよう」

八丈島をもっとよく知るための講座。今回は「鳥の声を聞き分けよう」です。
4／27　（13：30～　約1時間半）
中学生以上　ホタル水路集合・解散　参加費：100円　定員：15名

八丈富士に登りながら、植物や鳥の観察。天候が良ければお鉢めぐりや中央火口丘へ。
4／28　（9：30～　約5時間）
小学生以上　鉢巻道路登山口集合・解散　参加費：100円　定員：15名
持ち物（弁当、飲み物、雨具）、雨天時は中止（当日朝決定）

GW特別行事
「八丈富士ハイキング 」


